































The effect of child physical education on attitudes toward exercise 



















質問紙を用いた。この質問紙は 28 項目から成り，回答は「かなりあてはまる（5 点）」，「ややあて
はまる（4 点）」，「どちらでもない（3 点）」，「あまりあてはまらない（2 点）」，「まったくあては
まらない（1 点）」の 5 件法で求めた。
3）手続き
「体育Ⅱ」の第 3 回目の授業内において，上記 2）の質問紙へと回答し（質問紙には，性別，年齢，












表 1 に授業前調査対象者（105 名）の各項目の得点を示す（高得点順）。まず，保育者志望学生
の運動意識における全体的な傾向をみていくと，上位 5 項目については，「26 運動する時，運動の
ルールや約束事をきちんと守る」，「3 健康でじょうぶな体をつくり，体力をつけたい」，「7 できな
い運動でも，あきらめないで練習すればできるようになると思う」，「23 精一杯，全力を尽くして




この 28 項目について，全対象者の回答データを用いて，山下ら 11）の研究を参考として因子分析
を行った結果，表 2 に示した 3 因子 13 項目が運動意識に関する項目として抽出された（第 1 因子：
215
項目番号 10，22，4，13，14，16，2，第 2 因子：項目番号 27，28，24，第 3 因子：項目番号
25，19，26）。抽出された項目が先行研究 11）とほぼ一致していたことから同様の因子名を命名し，
「10 運動能力が優れていると思う」や「13 努力さえすれば，たいていの運動は上手にできると思う」
などの項目で構成される第 1 因子を「運動自己肯定感」，「27 はやく走ったり，長い距離を走った
りできるようになりたい」などの項目で構成される第 2 因子を「運動願望」，「25 運動している時，
友達がはげましたり，応援してくれる」などの項目から構成される第 3 因子を「周囲からの応援」
とした。これらの 3 因子に関する信頼性を検討するため，因子ごとにα係数を算出し，第 1 因子は




26 私は、運動する時、運動のルールや約束事をきちんと守ります 4.34 ± 0.60
3 私は、健康でじょうぶな体をつくり、体力をつけたいです 4.33 ± 0.76
7 私は、できない運動でも、あきらめないで練習すればできるようになると思います 4.12 ± 0.87
23 私は、精一杯、全力を尽くして運動をします 4.10 ± 0.80
5 私は、運動する時、先生や友達の話を聞きます 4.07 ± 0.79
25 私が、運動をしている時、友達がはげましたり、応援してくれます 4.02 ± 0.81
6 私は、運動したあとに、気持ちがすっきりします 3.98 ± 0.93
2 私は、運動する時、失敗したり、競争に負けたりしても、くじけずにがんばります 3.97 ± 0.98
28 私は、サッカーやドッヂボールなどのボール運動がもっと上手になりたいです 3.88 ± 1.10
21 私は、いろいろな体の動かし方ができるようになりたいです 3.75 ± 0.98
16 私は、少し難しい運動でも、努力すればできると思います 3.73 ± 0.91
19 私が、運動をしている時、先生がはげましたり、応援してくれます 3.71 ± 0.83
24 私は、体の仕組みや病気についてもっと知りたいです 3.70 ± 0.82
20 私は、運動する時、みんなより上手にできたり、よい記録を出したいです 3.67 ± 1.00
9 私は、体育の授業以外でも運動をしたいです 3.66 ± 1.18
12 私は、器械運動（マット、鉄棒、跳び箱）を練習してもっと上手になりたいです 3.65 ± 1.07
27 私は、はやく走ったり、長い距離を走ったりできるようになりたいです 3.65 ± 1.07
1 私には、一緒に運動をしようと誘ってくれる友達がいます 3.57 ± 1.31
18 私は、水泳がもっと上手になりたいです 3.54 ± 1.20
13 私は、努力さえすれば、たいていの運動は上手にできると思います 3.47 ± 1.07
11 私は、運動する時、みんなができないような技やプレーをしたいです 3.33 ± 1.02
14 私は、難しい運動でも進んでやります 3.32 ± 1.05
17 私は、運動して上手くできた時に、みんなに見てもらいたいです 3.32 ± 1.06
22 私は、たいていの運動は、上手にできると思います 3.05 ± 1.03
4 私は、運動について自信を持っているほうです 3.03 ± 1.16
8 私は、ふだん、楽しい動きや変わった動きを思いつきます 3.03 ± 0.99
15 私は、あるものになりきって、体の動きで表現したいです 2.86 ± 0.91






　　10　　私は、運動能力がすぐれていると思います 0.96 0.00 -0.11
　　22　　私は、たいていの運動は、上手にできると思います 0.93 -0.08 -0.10
　　  4　　私は、運動について自信を持っているほうです 0.87 -0.07 -0.03
　　13　　私は、努力さえすれば、たいていの運動は上手にできると思います 0.76 0.06 0.02
　　14　　私は、難しい運動でも進んでやります 0.56 0.29 0.15
　　16　　私は、少し難しい運動でも、努力すればできると思います 0.55 0.13 0.23
　　  2　　私は、運動する時、失敗したり、競争に負けたりしても、くじけずにがんばります 0.52 -0.07 0.26
第 2因子：運動願望
　　27　　私は、はやく走ったり、長い距離を走ったりできるようになりたいです -0.09 0.88 -0.08
　　28　　私は、サッカーやドッヂボールなどのボール運動がもっと上手になりたいです 0.09 0.75 -0.05
　　24　　私は、体の仕組みや病気についてもっと知りたいです -0.12 0.67 0.17
第 3因子：周囲からの応援
　　25　　私が、運動をしている時、友達がはげましたり、応援してくれます 0.05 -0.11 0.82
　　19　　私が、運動をしている時、先生がはげましたり、応援してくれます -0.02 0.04 0.74
　　26　　私は、運動する時、運動のルールや約束事をきちんと守ります -0.13 0.13 0.67




次に，授業前調査対象者のうちの 1 グループ（27 名）を対象として授業後調査を実施した。表 3
に授業後調査対象者の授業前後における各項目の得点と t 検定の結果を示す（授業前調査の高得点
順）。
このグループの授業前調査における得点の上位 5 項目は，「3 健康でじょうぶな体をつくり，体
力をつけたい」，「26 運動する時，運動のルールや約束事を守る」，「7 できない運動でも，あきら
めないで練習すればできるようなると思う」，「23 精一杯，全力を尽くして運動をする」，「6 運動





















3 私は、健康でじょうぶな体をつくり、体力をつけたいです 4.44 ± 0.75 4.52 ± 0.64 (2) -0.81
26 私は、運動する時、運動のルールや約束事をきちんと守ります 4.37 ± 0.63 4.63 ± 0.56 (1) -2.27 *
7 私は、できない運動でも、あきらめないで練習すればできるようになると思います 4.30 ± 0.72 4.41 ± 0.75 (12) -0.83
23 私は、精一杯、全力を尽くして運動をします 4.30 ± 0.67 4.52 ± 0.70 (4) -1.54
6 私は、運動したあとに、気持ちがすっきりします 4.22 ± 0.80 4.44 ± 0.80 (9) -1.54
25 私が、運動をしている時、友達がはげましたり、応援してくれます 4.22 ± 0.64 4.52 ± 0.70 (5) -2.30 *
2 私は、運動する時、失敗したり、競争に負けたりしても、くじけずにがんばります 4.19 ± 0.79 4.41 ± 0.84 (11) -1.65
28 私は、サッカーやドッヂボールなどのボール運動がもっと上手になりたいです 4.07 ± 1.17 4.48 ± 0.64 (8) -2.18 *
5 私は、運動する時、先生や友達の話を聞きます 4.04 ± 0.90 4.48 ± 0.64 (6) -2.73 *
12 私は、器械運動（マット、鉄棒、跳び箱）を練習してもっと上手になりたいです 3.96 ± 0.98 4.52 ± 0.70 (3) -3.09 **
21 私は、いろいろな体の動かし方ができるようになりたいです 3.96 ± 1.06 4.37 ± 0.63 (14) -2.51 *
18 私は、水泳がもっと上手になりたいです 3.93 ± 1.17 4.11 ± 1.01 (21) -0.78
19 私が、運動をしている時、先生がはげましたり、応援してくれます 3.93 ± 0.96 4.44 ± 0.85 (10) -3.02 **
9 私は、体育の授業以外でも運動をしたいです 3.89 ± 1.22 4.30 ± 0.87 (15) -2.38 *
20 私は、運動する時、みんなより上手にできたり、よい記録を出したいです 3.89 ± 1.01 4.26 ± 0.76 (16) -2.08 *
16 私は、少し難しい運動でも、努力すればできると思います 3.85 ± 1.10 4.48 ± 0.70 (7) -3.70 **
13 私は、努力さえすれば、たいていの運動は上手にできると思います 3.81 ± 1.00 4.19 ± 0.92 (18) -2.29 *
24 私は、体の仕組みや病気についてもっと知りたいです 3.81 ± 0.83 4.07 ± 0.83 (22) -1.27
1 私には、一緒に運動をしようと誘ってくれる友達がいます 3.74 ± 1.26 4.37 ± 0.84 (13) -2.85 **
27 私は、はやく走ったり、長い距離を走ったりできるようになりたいです 3.74 ± 1.10 4.26 ± 0.90 (17) -2.88 **
14 私は、難しい運動でも進んでやります 3.70 ± 1.03 4.11 ± 0.93 (20) -2.38 *
17 私は、運動して上手くできた時に、みんなに見てもらいたいです 3.70 ± 0.91 4.15 ± 0.77 (19) -3.31 **
11 私は、運動する時、みんなができないような技やプレーをしたいです 3.59 ± 1.05 3.89 ± 0.80 (24) -1.55
4 私は、運動について自信を持っているほうです 3.26 ± 1.26 3.22 ± 1.05 (28) 0.20
22 私は、たいていの運動は、上手にできると思います 3.22 ± 1.12 3.56 ± 0.93 (26) -1.88
8 私は、ふだん、楽しい動きや変わった動きを思いつきます 3.11 ± 1.05 3.93 ± 1.04 (23) -3.33 **
15 私は、あるものになりきって、体の動きで表現したいです 3.00 ± 1.11 3.74 ± 1.23 (25) -3.22 **








































































第 2 因子「運動願望」，第 3 因子「周囲からの応援」といった運動意識の構造が明らかとなり，特
に第 1 因子「運動自己肯定感」に関する項目の得点が低かったことから，保育者自身が運動に対し
て苦手意識を持っている 14），高等学校教育までの体育科学習や部活等を含む運動体験との関係性の
蓄積が要因となっている 12）という先行研究の指摘を裏付ける結果であったといえる。しかしながら，
幼児体育に関する「体育Ⅱ」の授業において様々な道具を使った運動遊びを体験したことにより，
他者から受け入れられているという受容感や自己の努力や練習によって運動をどの程度コントロー
ルできると認知しているかといった統制感が高まったと考えられ，「幼児に多様な動きを経験させ
ること」をねらいとした「運動遊び」の経験が運動意識に対して影響を及ぼしていたといえる。
今回の調査結果をふまえ，まずは保育者志望学生の現状の運動意識を把握すること，その結果を
もとに「体を動かすことの楽しさ」の体感から身体運動の意義の理解へとつながる授業をデザイン
することが重要であると考えられる。また，先行研究 12）においては，体育（運動）のおもしろさ
に触れさせ，他者と共同的に取り組んで，「共感的志向による意味」を生起させる授業デザインの
必要性が示されていることから，この点も含めて学習内容の明確化に努めるべきであろう。これら
のことを今後の課題とし，幼児期の運動経験の量と質を確保することができる保育者の養成を目指
して，幼児体育の授業を通じて保育者志望学生の運動意識の構築に取り組んでいきたい。
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